
劇
 
つ
か
土
．
正
弘
 
議
員
 
 

全
国
で
児
童
虐
待
が
多
発
し
、
 
 

幼
い
命
を
救
う
た
め
の
自
治
体
の
 
 

取
り
阻
み
を
強
め
る
こ
と
が
求
め
 
 

ら
れ
て
い
ま
す
。
塚
本
正
弘
議
員
 
 

は
、
こ
の
間
の
事
件
の
教
訓
か
ら
 
 

大
津
市
と
し
て
の
取
り
組
み
を
強
 
 

め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
 
 

質
問
＝
嘉
が
困
難
な
家
庭
に
問
 
 

題
が
発
生
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
 
 

こ
う
し
た
事
例
に
継
続
的
な
調
査
 
 

は
行
な
っ
て
い
る
か
。
 
 

答
弁
＝
接
触
で
き
な
か
っ
た
場
合
 
 

は
チ
ェ
ッ
ク
し
、
乳
児
検
診
等
で
 
 

確
諷
す
る
。
情
報
を
関
係
機
関
で
 
 

共
有
し
、
必
ず
継
続
し
て
把
握
す
 
 

る
な
ど
要
保
護
児
童
支
援
シ
ス
テ
 
 

ム
の
構
築
を
し
て
い
く
。
 
 

質
問
＝
子
ど
も
家
庭
相
談
室
8
名
 
 

の
職
員
一
人
あ
た
り
の
受
け
持
ち
 
 

件
数
は
1
0
0
件
。
う
ち
6
名
は
 
 

嘱
託
で
、
身
分
的
に
も
き
わ
め
て
 
 

切
実
葺
を
届
け
、
積
極
豊
 
 

L
・
■
′
 
 
 

Ⅶ
 
 軌てい働ひフわト   

不
安
定
。
職
真
の
増
員
と
、
経
験
 
 

に
応
じ
た
労
働
条
件
の
改
善
を
。
 
 

答
弁
＝
き
め
細
や
か
な
対
応
を
し
 
 

て
い
く
た
め
に
、
さ
ら
な
る
体
制
 
 

強
化
、
労
働
条
件
の
改
善
に
努
め
 
 

て
い
く
。
 
 

特
別
支
援
教
育
が
始
ま
っ
て
3
 
 

年
半
。
石
黒
か
づ
子
議
員
は
学
齢
 
 

期
の
障
が
い
児
の
発
達
を
保
障
す
 
 

る
教
育
と
福
祉
の
連
携
・
充
実
に
 
 

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
 
 

†
間
＝
保
護
者
か
ら
の
要
望
の
強
 
 

い
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
 
 

の
専
任
化
を
は
か
る
べ
き
で
は
な
 
 

い
か
り
・
 
 

答
弁
‥
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
業
 
 

務
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
巽
寅
 
 

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
 
 

に
専
任
教
員
の
配
産
を
要
望
し
て
 
 

い
く
。
 
 

賞
間
＝
乳
幼
児
期
か
ら
成
人
期
ま
 
 

で
を
ト
ー
タ
ル
に
考
え
る
と
、
福
 
 

祉
と
教
育
の
連
携
が
必
要
だ
が
具
 
 

体
的
な
取
り
阻
み
は
？
 
 

石
黒
 
か
づ
子
 
議
員
 
 

障
が
い
児
の
生
活
を
支
え
る
 
 

教
育
・
福
祉
の
連
携
を
 
 

葺
間
＝
平
成
2
1
年
度
の
剰
余
金
は
 
 

約
6
億
5
千
万
円
。
約
半
分
が
平
 
 

成
2
2
年
度
の
保
険
料
算
定
に
繰
り
 
 

入
れ
ら
れ
た
が
、
全
額
操
り
入
れ
 
 

で
、
さ
ら
に
保
険
料
軽
減
が
で
き
 
 

る
。
 
 

答
弁
＝
小
学
校
で
は
保
育
園
や
幼
 
 

稚
園
と
連
絡
協
議
会
を
開
い
た
り
、
 
 

卒
業
時
も
進
路
先
と
十
分
に
連
絡
 
 

を
取
り
合
う
な
ど
出
来
る
限
り
連
 
 

携
を
取
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
 
 

修
議
員
 
 
 

ノ
国
保
料
、
■
人
－
万
円
 
＿
1
．
引
手
下
げ
は
可
能
 
 

kl  
」  hl■  

▲保護者が運営している「体操教皇」  

日
本
共
産
党
 
 

大
津
市
会
議
員
団
 
 

答
弁
＝
剰
余
金
の
う
ち
3
億
4
千
 
 

万
円
を
阻
み
こ
み
、
保
険
料
を
極
 
 

力
抑
え
た
。
残
り
の
3
億
1
千
万
 
 

円
は
、
今
後
の
医
療
費
の
増
加
に
 
 

対
応
す
る
財
源
と
し
た
い
。
 
 

貸
間
＝
国
保
会
計
は
単
年
度
収
支
 
 

が
原
則
。
「
必
要
な
場
合
に
は
一
 
 

般
会
計
か
ら
被
保
険
者
と
全
市
民
 
 

の
健
康
を
守
る
た
め
に
繰
り
入
れ
 
 

る
」
と
い
う
論
も
あ
る
。
 
 

答
弁
＝
指
摘
は
理
解
す
る
が
、
前
 
 

年
度
繰
り
越
し
を
の
ぞ
い
た
単
年
 
 

度
の
黒
字
は
2
億
6
千
万
円
。
 
 

質
問
＝
実
質
収
支
6
億
5
千
万
円
 
 

と
い
う
数
字
が
出
て
い
る
。
 
 

払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
高
す
 
 

ぎ
る
国
保
料
に
困
っ
て
い
る
市
民
 
 

も
増
え
て
い
ま
す
が
、
剰
余
金
を
 
 

全
額
操
り
入
れ
、
た
め
込
ん
だ
基
 
 

金
を
使
え
ば
、
一
人
1
万
円
引
き
 
 

下
げ
は
十
分
可
能
で
す
。
 
 
 ▲平成22年度の保険料決定通知書  

市
の
3
か
所
の
ゴ
ミ
焼
却
場
 
 

は
、
次
々
と
耐
用
期
間
を
終
え
建
 
 

替
え
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
1
か
 
 

所
あ
た
り
の
建
設
責
は
1
5
0
億
 
 

円
、
運
転
や
管
理
に
年
間
5
億
円
。
 
 

財
政
難
の
大
津
市
に
と
っ
て
大
き
 
 

な
負
担
で
す
。
佐
々
木
し
ょ
う
 
 

い
ち
議
員
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
量
 
 

は
一
日
当
た
り
3
0
0
ト
ン
兼
 
 
 

し
ょ
う
い
ち
 
議
員
 
 

銅
猷
楠
田
配
招
 
 

帯
で
あ
り
、
3
か
所
で
4
8
5
ト
 
 

8月議会では、B型肝炎訴訟の原告団から、市議会に  

「B型肝炎訴訟の早期全面解決を求める意見雇」の捷出を求  

める陳情が行われました。   

共産党鶴見団は、原告や弁ま団・支援者のみなさんと懇  

談を行い、患者さんや未発痘の方々の医療や生活などへの  

ど
う
防
亨
 
 
 

一
 
一
 
 

こ
れ
ま
で
の
農
林
政
策
が
鳥
獣
 
 

被
害
を
深
刻
に
し
、
農
業
従
事
者
 
 

の
生
産
意
欲
ま
で
失
わ
せ
て
い
ま
 
 

す
。
岸
本
の
り
子
議
員
は
捕
獲
・
 
 

処
分
を
委
託
し
て
い
る
猟
友
会
と
 
 

生
産
者
に
市
独
白
の
対
策
を
求
め
 
 

ま
し
た
。
 
 

ン
と
な
る
計
画
は
過
大
で
あ
る
こ
 
 

と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
 
 
 

当
局
は
当
初
「
今
後
人
口
増
が
 
 

予
想
さ
れ
、
平
成
2
9
年
度
の
ピ
ー
 
 

ク
時
に
は
一
日
あ
た
り
3
6
0
 
 

】
直
 
 
り
り
子
 
議
員
 
 

不安を一刻も早く解決してほし  

いとの声を受け止め、散会に意  

見書凄を提起しました。   

各会派間での網整が行われ、  

全会派共同提案・全会一致で意  

見書稟を可決。巨lの関係大臣と  

衆神韻長尭に送付されました。  

lll川It  

ト
ン
の
焼
却
が
必
要
」
な
ど
と
答
 
 

弁
し
ま
し
た
が
、
重
ね
て
規
模
過
 
 

大
を
追
求
す
る
と
「
規
模
を
縮
小
 
 

し
て
3
か
所
を
維
持
」
と
答
弁
が
 
 

変
わ
り
ま
し
た
。
 
 
 

し
か
し
規
模
裾
小
に
よ
る
財
政
 
 

効
果
は
わ
ず
か
な
も
の
で
、
1
か
 
 

所
減
ら
す
こ
と
が
最
善
で
す
。
長
 
 

期
的
全
市
的
見
地
か
ら
、
市
民
の
 
 

利
益
第
一
の
総
合
的
ゴ
ミ
処
理
計
 
 

画
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
 
 

質
問
＝
鹿
・
猪
の
処
分
は
重
労
 
 

働
。
動
物
炉
の
使
用
料
減
免
な
ど
 
 

市
の
責
任
で
処
分
す
る
こ
と
。
ま
 
 

た
、
は
場
整
備
が
困
難
な
小
規
模
・
 
 

個
人
農
家
に
も
電
気
柵
の
補
助
を
 
 

行
う
ぺ
き
で
は
な
い
か
。
 
 

答
弁
‥
処
分
経
費
を
含
め
て
の
委
 
 

託
で
、
新
た
な
支
出
は
考
え
て
い
 
 

な
い
が
課
題
で
あ
る
こ
と
は
承
知
 
 

し
て
い
る
。
ま
た
、
柵
の
補
助
は
 
 

県
の
補
助
事
業
に
上
乗
せ
支
給
し
 
 

て
い
る
た
め
、
県
の
基
準
に
準
拠
 
 

す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

昨
年
、
国
の
鳥
獣
被
害
対
策
費
 
 

が
大
き
く
削
減
さ
れ
ま
し
た
が
本
 
 

来
、
国
が
対
策
を
強
化
し
、
生
態
 
 

系
の
実
態
調
査
な
ど
積
極
的
な
役
 
 

割
を
は
た
す
べ
き
で
す
。
 
 
 ▲動物の偉人を防ぐための吾気柵  


